
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

日
刊
（
行
政
機
関
の
休
日
休
刊
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〇
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
告
示
第
七
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四

号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
政
治

資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者
を
次
の
と
お
り
公
告
す

る
。平

成
二
十
五
年
十
月
二
十
四
日

政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
委
員
長

上
田

廣
一

登
録
番
号

登
録
年
月
日

氏

名

四
五
一
九

二
五
、
一
〇
、

四

沼

政
夫

四
五
二
〇

二
五
、
一
〇
、

四

中
村

賢
一

四
五
二
一

二
五
、
一
〇
、

四

岡
本

幹
也

四
五
二
二

二
五
、
一
〇
、

四

山
本

孝
広

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
九
十
一
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
四
日

法
務
大
臣

谷
垣

禎
一

住
所
大
阪
府
八
尾
市
南
木
の
本
３
丁
目
１
番
地
3
6

姜
熙
良
昭
和
5
6年

1
1月

1
8日
生

住
所
大
阪
市
東
成
区
東
小
橋
３
丁
目
1
2番
７
号

高
盛
庸
昭
和
3
0年
４
月
2
3日
生

住
所
大
阪
府
八
尾
市
清
水
町
１
丁
目
１
番
1
8号

金
鳳
楠
昭
和
6
1年
２
月
３
日
生

住
所
大
阪
市
西
成
区
松
３
丁
目
１
番
3
8号

李
真
弓
昭
和
5
5年
７
月
2
3日
生

住
所
埼
玉
県
川
口
市
芝
園
町
３
番
１
`
3
2
1号

劉
偉
昭
和
5
3年

1
1月

1
1日
生

住
所
愛
知
県
海
部
郡
大
治
町
大
字
砂
子
字
犬
飼
1
7
7
6番

地
２
賓
正
裕
昭
和
4
1年
１
月
1
9日
生

河
清
美
昭
和
3
5年
９
月
1
6日
生

住
所
名
古
屋
市
港
区
木
場
町
６
番
地
1
5

ア
ン
ト
ネ
ッ
ト
・
ビ
バ
ロ
平
成
1
2年
９
月
3
0日
生

住
所
愛
知
県
春
日
井
市
上
野
町
4
0
9番
地
５

張
幸
昭
和
5
9年

1
2月
２
日
生

住
所
愛
知
県
岡
崎
市
栄
町
２
丁
目
3
2番
地
２

李
英
煌
昭
和
5
9年
７
月
2
1日
生

住
所
福
岡
県
遠
賀
郡
遠
賀
町
島
門
2
0番
２
号

文
幸
子
昭
和
4
2年
６
月
1
9日
生

住
所
福
岡
市
東
区
松
田
１
丁
目
３
番
3
3
`
1
0
2号

崔
泰
吉
昭
和
4
3年
１
月
3
0日
生

金
和
子
昭
和
4
4年
５
月
3
0日
生

崔
結
衣
平
成
1
3年

1
0月

1
3日
生

〔
告

示
〕

〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
登

録
政
治
資
金
監
査
人
名
簿
に
登
録
し
た
者

を
公
告
す
る
件

（
政
治
資
金
適
正
化
委
七
〇
）

J

〇
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件

（
法
務
三
九
一
）

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
を

監
理
す
る
団
体
及
び
出
入
国
管
理
及
び
難

民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準

を
定
め
る
省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二

の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ

に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号

の
規
定
に
よ
る
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
三
九
二
、
三
九
四
）

K

〇
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
別
表
第
一

の
二
の
表
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
に
規

定
す
る
団
体
の
要
件
を
定
め
る
省
令
第
一

条
第
一
号
ト
の
規
定
に
基
づ
き
監
理
団
体

を
定
め
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法

第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る

省
令
の
表
の
法
別
表
第
一
の
二
の
表
の
技

能
実
習
の
項
の
下
欄
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る

活
動
の
項
の
下
欄
第
二
十
九
号
の
規
定
に

基
づ
き
技
能
実
習
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件
（
同
三
九
三
）

〇
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
件

（
農
林
水
産
二
七
〇
七
、
二
七
〇
八
）

L

〇
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
関
係
図
書
を
縦
覧
に
供
す
る
件

（
国
土
交
通
一
〇
三
九
）

〇
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
件
（
同
一
〇
四
〇
）

〇
高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る
件

（
同
一
〇
四
一
）

〇
船
舶
職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
施
行

規
則
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
水
域
を
指

定
す
る
件
（
同
一
〇
四
二
）

M

〇
独
立
行
政
法
人
海
上
災
害
防
止
セ
ン
タ
ー

か
ら
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た

件
（
同
一
〇
四
三
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
一
九
三
）

〇
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
確
認

検
査
機
関
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在

地
を
変
更
し
た
件

（
関
東
地
方
整
備
局
四
三
五
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
部
地
方
整
備
局
一
八
一
、
一
八
二
）

〔
国
会
事
項
〕

N

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

人
事
院

N

〔
官
庁
報
告
〕

官
庁
事
項

電
波
監
理
審
議
会
の
審
理
の
開
始
に
つ
い
て

（
電
波
監
理
審
議
会
）

N

法

務

公
証
人
任
免
（
法
務
省
）

N

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

（
厚
生
労
働
省
）

N

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
沖
縄
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
二
）

〔
資

料
〕

国
庫
歳
入
歳
出
状
況
（
平
成
二
十
五
年
度
平

成
二
十
五
年
八
月
分
）（
財
務
省
）

N

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
、
無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係

R

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

特
殊
法
人
等

厚
生
年
金
基
金
解
散
・
清
算
人
就
任
関
係

L
I

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
関
係

L
J

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

L
K

˜


		2013-10-23T14:49:05+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




